
2023年度 審判実技研修会 

 

 

2023年度 審判実技研修会および総会を開催いたしました。 

 

＜審判実技講習会＞ 

日時：2023年 4月 23日 9：00～12：30 

会場：長岡市南部体育館 

 

審判実技研修会では、前半は座学、後半は実技を通し、審判の知識を深めていただきました。 

 

 

長岡市ソフトバレーボール連盟 鈴木会長から開会のあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菅原県連審判規則委員長より、ルールブックを用いた「審判法」の講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ホールディングについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ラインズマンは主審にジャッジが見えるよう、フラッグはしっかり上げ下げしましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後半は２コートに分かれて、実技を通して各審判の所作を再確認していただきました。 

ゲーム中は「審判団」として、主審、副審、線審、記録、点示との連携が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あれ？ 



中野県連会長、菅原県連審判規則委員長による「お手本」 

みなさんプレー中のボールを目で追うのではなく、主審／副審の所作をしっかり見てくださいね！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答ではアウトオブポジションの解説を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図は「2022 年度版 ソフトバレーボール競技規則（ルールブック）」 P.25 

＜第 4 図 レフト選手とライト選手の位置関係＞より抜粋 



オーバーの判定は「ボールの接地面」でジャッジしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後は、参加者全員で記念撮影！ 

 

 

 

たくさんの方にご参加いただき、ありがとうございました。 

 

今回の講習会で得た知識は、チームにフィードバックもお願いしつつ、今後の試合ではぜひ復習もかね

て積極的に審判をして、知識を深めていただけると幸いです。 

こ、これは？ 


